
消費情報環境法学科カリキュラム

※年次は、当該科目を履修できる最低年次を表します。　※教職課程については78～79ページをご覧ください。
※2011年度予定カリキュラムです。実際のカリキュラム・科目名は変更の可能性があります。 法学部オリジナルサイト　http://www.meijigakuin.ac.jp/̃law/

◎ ： 必修　○ ： 選択必修　無印 ： 選択

○情報処理1
○情報処理2
○情報処理3

○情報処理4

◎法情報処理演習1

◎法情報処理演習2
　インターンシップA・B

◎消費者法演習
　法律英語演習
　リスク管理と制度設計
　読売キャリア形成講座

◎契約法の基礎
◎民法総則1
○憲法1A・1B
○契約法1
○刑法各論1
○親族法

◎民法総則2
◎物権法1
◎債権総論1・2
○憲法2-1・2-2
○行政法1A・1B
○刑法総論1・2
○会社法1

◎物権法2
○契約法2
○不法行為法
○刑法各論2
○会社法2
○会社法3
○民事訴訟法A・B
○刑事訴訟法A・B
○相続法

○消費者問題と法

○消費者行政法
○消費者取引特別法1
○高齢社会と法

○不動産特別法
○経済刑法
○国際消費者法
○消費者取引特別法2
○消費者取引特別法3
○情報と法
○情報と職業
○消費者法の実務
○成年後見法制1・2

1

3

1

2

3

1

2

○競争法1・2
○租税法1・2
○労働法A・B
○有価証券法A・B
○金融商品取引法
○国際私法
○国際取引法
○アメリカ契約・不法行為法1・2
○民事執行法A・B
○グローバル企業法
○金融法実務
○倒産法A・B
○知的財産権法1・2

3

○環境問題の基礎
○環境科学の基礎1・2 1

○環境問題の展開と法1・2
○フィールドワーク（持続可
　能な開発および環境保全） 2

○環境科学の展開
○環境政策と法
○国際環境法1・2
○環境保護と訴訟
○世界の環境を考える
○持続可能な社会に向けて

3

　法律学特講1
1

　法律学特講2・3
　時事英語A・B
　原典講読1・2
　演習

　卒業論文

3

4

　演習・卒業論文
3・4

＜法律学科開講科目＞
　国際法1A・1B
　法哲学1・2
　西洋法制史1・2
　商法総則
　商行為法

＜政治学科開講科目＞
　現代政治理論1A・1B
　行政学A・B
　国際政治学A・B

＜経営学科開講科目＞
　経済学概論1・2
　会計学総論1・2

◎○明治学院共通科目
（76～77ページを
　ご覧ください。）

2

3

　成年後見制度実務
　保険法
　信託法
　海商法
　法思想史A・B
　近代日本法思想史
　法社会学A・B
　日本法制史1・2
　比較公法史
　宗教法1・2
　行政法2A・2B
　地方自治法
　公務員法
　法人税法1・2
　国際法2A・2B
　刑事政策
　犯罪学
　法医学1・2
　英米法1-1・1-2
　EU法
　ドイツ法A・B
　フランス法A・B　　

＜政治学科開講科目＞
　政治史1A・1B
　政治思想史1A・1B
　地方財政論A・B
　マスコミ論A・B
　広報メディア論A・B

＜経済学科開講科目＞
　財政学1・2
　社会政策論1・2
　金融論1・2

＜経営学科開講科目＞
　経営学原理1・2
　貿易論1・2
　経営組織論1・2
　証券論1・2
　経営戦略論1・2
　ヒューマンリソース
　マネジメント1・2

＜社会学科開講科目＞
　地域社会論
　産業社会学A・B
　都市と地域の社会学
　犯罪社会学
　暴力の論理学
　コミュニケーション論
　グローバリゼーション論
　社会人類学A・B

＜その他＞
　Business English A・B
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＜法律学科開講科目＞
　社会保障法
　比較成年後見法制
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